
 

 
2019 年 10 月から予備教育履修生として受け入れ、翌年 4 月から

の学部入学を目指す留学生が決まりました。 

昨年 11 月に出願が始まり、書類審査と面接審査を経て、合格者１８

名を決定し、4 月 19 日に合格発表を行いました。 

今期は、前期を大きく上回る 228 名からの出願を受理し、書類審査

による第１次試験合格者の４５名に対し、面接による第２次試験を対

象者が志望している学部・学科の先生方と、国際高等教育院の教員３

名（教育院長と副院長等）とで実施しました。 

面接は、1２か国・1３の会場にモデレータ等を派遣し、本学会場と

それぞれの会場を結びテレビ会議システムによって、現地に派遣した

モデレータの質問に回答する格好で、適宜本学側からの追加質問も交

えながら進められました。 

今期から志望する学部・学科を第３志望まで記載することになったた

め多数の学部・学科の先生方に面接への参加をお願いすることになり、

しかも、第１次試験合格者の決定から面接日までの限られた日数のな

かで調整等をお願いすることになりましたが、お陰様で無事に終える

ことができましたこと改めて御礼申し上げます。 

面接に参加いただいた多くの先生方から学生の優秀さを賞賛するコ

メントをいただき、選りすぐりの 18 名を選抜できたと吉田カレッジ

オフィス一同こころより喜んでいます。 

なお、日本にあるインターナショナルスクールや予備教育機関の在学

生の場合は本学の会場で行っています。また、動画配信が禁じられて

いる国については現地での面接試験に切り替えて実施しました。 

面接対象者の大幅な増加に伴って国や会場数も格段に増えましたが、

これまでの経験も活か

しながら、確実にノウハ

ウを蓄積・確立できてい

ると実感している一方、

まだまだ改善工夫の余

地も多々あり、引き続き

取り組んでまいります。 

 

 

 

入学意思確認期間：2019 年 4 月 19 日～5 月 10 日 

現地での日本語プレ予備教育期間：2019 年 5 月中旬～9 月中旬 

来日：2019 年 9 月下旬  予備教育開始：2019 年 10 月～ 
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第２期 予備教育履修生合格者決定 

2019 予備教育履修生 
１８名 

を決定しました 

第２期予備教育履修生－今後の予定 

【面接審査の様子】 



 

 

2018 年 10 月からスタートした第 1 期生３名全員が無事

に予備教育課程を修了することになり、2019 年 3 月 8 日

に予備教育課程修了式を実施しました。 

北野教育担当理事の祝辞、宮川国際高等教育院長から修了証

書授与と祝辞の後、履修生一人ひとりが日本語で謝辞と挨拶

をしました。 

予備教育の内容は３名の日本語の習熟度や母国と日本の高校

のカリキュラムギャップなどを踏まえて、三者三様に編成し、

日本語は、初級と中級の場合 週１０コマ（15 時間）・上級以

上の場合 週７コマ（10 時間 30 分）を履修、日本語以外は、経済学部志望の学

生は 数学１コマと社会２コマ、工学部

志望の学生は数学と化学と物理をそれ

ぞれ２コマ履修し、平均すると毎日3コ

マずつを履修するハードなスケジュー

ルでしたが、みんな精一杯頑張って修了

することができました。 

 

予備教育課程を修了した３名は全員入学のための試験に合格し、４月に志望の学

部・学科に入学することになりました。いよいよ

これから京大生としての学生生活がスタートし

ます。早速様々な入学手続や履修のための予備登

録等の手続をしたり、新入生ガイダンスなどにも

参加し、2019 年 4 月 5 日には揃って京都大学

入学式に参列しました。 

 

 

今期は前期を大きく上回る 228 名からの出願を受理し、第１次試験合格者４7 名

(2 名は辞退)、最終合格者は 18 名となったのに対し、リクルート活動を実施した

高校は９か国の有力高校計４７校、そのうち２４校から計６８名の出願があり、

第１次試験合格者は２６名（全体の６割弱）、最終合格者は９名（全体の５割）で

した。また、志願者全体の第１次試験合格者の割合が 20.6%、最終合格者の割合

が 7.9%であるのに対し、リクルート対象校の出願者６８名の第１次試験合格者

の割合は 38.2%、最終合格者の割合は 13.2%となっています。 

リクルート対象国の最有力校に対してリクルート活動を実施した結果なので、そ

こからの出願者の合格の率が高くなるのは当然といえますが、多数の出願に伴っ

て合格水準はかなり引き上げられることになりました。それにもかかわらず、リ

京都大学入学式 

【宮川教育院長の祝辞】 

【修了を祝って － 日本語担当の先生方と】 

第 1 期予備教育履修生 - 修了式 

リクルート検証－２０１９ 



クルート対象国・高校以外からも最終合格者の半数が出ており、相当高いレベル

の出願者が獲得できていると思っています。 

高校へのリクルート以外にも、各国の教育官庁や機関への働きかけも一定の効果

があったと考えられるほか、インターネットによる情報収集が出願に繋がってい

ると考えられるケースも数多く、ＨＰの重要性も再認識しているところです。他

方、広報活動を行ったものの出願に繋げられなかった国や有力高校も存在するな

ど、改善に向けた取組の必要性も認識しています。こうした認識をもとに、少な

くとも今期の出願者の水準を維持し、更に向上させることができるように、次期

の広報・リクルートの計画をまとめているところです。 

 

 

 

2017 年 4 月の台湾・建国高校からの訪問

（校長・教員（3 名）、学生・保護者（34

名））に始まり、2018 年は台湾と香港の有

力高校６校の訪問を受け、大学や Kyoto 

iUP の説明会、研究室見学やキャンパスツ

アーを実施してきました。 

本年 4 月 23 日には、台湾の建国高校と第

一女子高校を合同で受け入れるプログラム

を実施（建国／学生 30 名・教員２名、一

女／校長・教員 2 名、学生 36 名）し、①

京都大学の紹介や自然科学の体験授業【工学研究科・清水芳久教授、防災研究所・

WU,Ying-Hsin 研究員(台湾出身)】、②研究室訪問【農学研究科応用生命科学専攻

発酵生理及び醸造学研究室】、③留学生による留学体験談と質疑応答などを行いま

した。第一女子高校の留学体験談と質疑応答は、同校の卒業生で教育学部と経済

学部で学んでいる留学生（うち 1 名は Kyoto iUP 生）が担当してくれました。 

体験授業や研究室訪問は、京都大学での学びや高度な研究レベルや施設設備を体

感することによって将来の留学に結びつく有意義なもので、実際に訪れた生徒さ

んたちは目を輝かせながら話を聴き、積極的に質問もしていました。2019 予備

教育履修生 18 人のうち 3 名が建国高校の出身者ですが、3 名ともが 2017 年

4 月に訪問してくれた生徒だったことが判りました。実際にプログラムを実施す

るには多くの方のご尽力を要しますが、本学への留学を強く動機付けるのを実感

できた嬉しい判明でした。 

この後も６月に、コクヨベトナムトレーディング社による「日本の大学見学プロ

グラム」の一環として、ハノイ師範大付属スーファム高校をはじめとするベトナ

ムのトップ高校の教員・学生達の訪問を受け昨年と同様 Kyoto iUP の説明会等を

実施することが決まっています。 

このベトナムからの訪問を受けるに当たっては、現地で販売されるコクヨのノー

トの裏面に京都大学と Kyoto iUP の紹介を掲載していただくことになりました。

同ノートは中高生を主な購買層とし、その販売冊数は年間２０万部で、絶大な宣

伝効果が期待できます。 

リクルート対象高校の日本への修学旅行等における協力 

【4/23 WU 研究員の体験授業の様子】 



 

京都大学基金の一つとして「Kyoto iUP 基金」が創設されていますが、具

体的な寄付集めの枠組みとなる「Kyoto iUP 留学生育成コンソーシアム」

について先般規約を策定し、正式に発足の運びとなりました。本年度から

より一層取組を促進し、趣旨にご賛同いただける企業さま、個人の皆さま

を会員として募っていきます。 

このコンソーシアムは、Kyoto iUP の留学生の就学を支援し、将来の日本

社会を国内外から支える人材を共同で育成することを目的としています。

この目的を達成するために、留学生に対する奨学金の支給、会員と留学生・

京都大学関係者による懇談会、留学生による会員企業見学会やインターン

シッププログラムなどを事業として実施し、その資金として年間２口 10

０万円を標準額として常時募集し、Kyoto iUP 基金として受け入れます。

また、留学生１人が予備教育を経て学部を卒業するまでの必要費用を十分

にまかなえる７５０万円を寄附いただける場合には、当該法人会員又は個

人会員名称等を冠した冠奨学金を創設します。 

詳しい内容は直接説明に伺わせていただくか、電話やメールでも説明させ

ていただきます。ぜひ機会をいただけますよう吉田カレッジオフィス

【075-753-5403/担当直通 or 下の連絡先】にご一報をお願いします。 

 

 

 

★H31.4.1 採用 吉田カレッジオフィス副室長 特定教授 長谷部 伸 治 

３月末で工学研究科を退職し、着任いたしました。Kyoto iUP

の今後は、この一年の活動の評価に大きく左右されると思って

います。昨年度の活動をベースにして、全ての業務がスムーズ

に進むようなシステム作りに尽力したいと考えています。ご迷

惑をおかけすることも多いかと思いますが、ご協力よろしくお

願いします。 

 

★H31.4.1 採用 吉田カレッジオフィス 特定講師 岡 田 幸 典 

昨年度は非常勤講師として Kyoto iUP の予備教育に携わらせ

て頂きました。Kyoto iUP では今後、様々な地域から学生を多

数迎えることになり、これまで以上に丁寧な対応が必要となり

ますが、留学生教育に関わってまだ日が浅い私には依然、試行

錯誤が続きます。知見と経験豊富な皆様のご指導・ご支援を賜

りますようお願い申し上げます。 
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Kyoto iUP 留学生育成コンソーシアム 

教員の着任・異動 

趣旨にご賛同いただける 
企業さま 

個人の皆さま 
を募っています 


